
地震被災者救済は政府の仕事
地震国イタリアの救済と大違いの日本
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を
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◎
大
阪
万
博
は
中
止
し
て
震
災
被
災
者

救
援
に
全
力
を
挙
げ
よ
。
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戦
争
反
対

１
月
19
日
戦
争
法
廃
止
宣
伝

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
軍
拡
進
め
る
岸
田
政
権
、

集
団
的
自
衛
権
で
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
引
き

ず
り
込
む
、
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
ま
し
ょ
う

１
月
19
日(

金
）

午
後
5
時
～
5
時
30
分

阪
急
桂
駅
西
口

午
後
6
時
30
分
か
ら
市
役
所
前
で
宣
伝
・
デ
モ
も
あ
り
ま
す

よ
び
か
け

西
京
九
条
の
会
連
絡
会
・
洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

助
か
っ
た
命
を
守
る
・
イ
タ
リ
ア
の
対
策
を
学
べ

憲
法
２
５
条
は
政
府
や
自
治
体
・
公
務
員
が
守
る
も
の
・

お
粗
末
な
石
川
県
能
登
半
島
地
震
対
策

正
月
早
々
に
襲
っ
た
石
川
県
、
能
登
地
震
。
道
路
寸
断
で
救
急
隊

も
近
づ
け
な
い
困
難
さ
は
あ
っ
て
も
、
災
害
の
た
び
見
せ
つ
け
ら
れ

る
学
校
体
育
館
で
の
被
災
者
の
扱
い
。

政
府
や
自
治
体
は
憲
法
２
５
条
を
守
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地
震
国
イ
タ
リ
ア
の
対
応
を
な
ぜ
学
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

◎
災
害
が
起
こ
れ
ば
た
だ
ち
に
届
く
３
種
の
物
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
州

ご
と
に
常
時
備
蓄
（
被
災
者
２
５
０
人
用
）

①

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
シ
ェ
フ
付
き
）
あ
た
た
か
い
食
事
を
提
供

②

移
動
ト
イ
レ

③

屋
内
で
も
使
え
る
テ
ン
ト
と
ベ
ッ
ト
（
家
族
単
位
に
使
う
）

さ
ら
に
、
シ
ャ
ワ
ー
セ
ッ
ト
・
冷
暖
房
（
発
電
機
付
き
）
診
療
所

テ
ン
ト
な
ど
。
こ
れ
ら
は
半
日
程
度
で
設
営
。

全
国
に
訓
練
を
行
っ
た
有
給
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
多
数
配
置
。

発
災
時
に
は
（
平
均
す
る
と
1
週
間
程
度
の
休
暇
）
を
取
っ
て
活
動
。

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
使
え
る
ホ
テ
ル
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
の
場
所
で
被
災
者
の
た

め
利
用
す
る
の
は
当
然
。

日
本
の
避
難
所
の
ほ
と
ん
ど
は
④
の
夏
暑
く
、
冬
寒
い
体
育
館
ご

ろ
寝

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
感
染
症
対
策
も
な
し
。
食
事
は
冷
た
い
お

に
ぎ
り
、
ト
イ
レ
も
少
な
い
。
震
災
関
連
死
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

京
都
市
の
防
災
体
制
を
強
化
さ
せ
よ
う

◎

消
防
署
員
を
３
８
１
人
（
１
５
年
間
）
減
ら
し
て
き
た
こ
と
を

反
省
し
増
や
せ
（
仕
事
が
き
つ
く
て
退
職
続
出
）

◎

京
都
市
は
廃
止
し
た
被
災
住
宅
再
建
支
援
金
制
度
を
復
活
せ
よ
。

岸
田
さ
ん

お
や
め
な
さ
い

憲
法
２
５
条

(

1)
｢

す
べ
て
国
民
は
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
」

(

2)
｢

国
は
、
す
べ
て
の
生

活
部
面
に
つ
い
て
社
会
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の

向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

①キッチンカー② 移動トイレ

④九州熊本の避難所
③家族単位のテント・中にはベット

大
阪
万
博
中
止
・
資
材
を
被
災
地
に
送
れ

辺
野
古
の
埋
め
立
て
中
止
・
資
材
を
被
災

地
に
送
れ



日本は世界有数の地震大国
軍事費・大阪万博・無駄な公共事業減らし国民の命守れ

危
険
な
原
発
今
す
ぐ
廃
炉
に

電
力
会
社
の
情
報
は
信
じ
ら
れ
な
い

今
回
の
地
震
で
志
賀
原
発
の
設
備
報
告
が
「
大
本
営
発
表
」
の
よ
う
な

ご
ま
か
し
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

志
賀
原
発
に
お
い
て
、
外
部
電
源
の
変
圧
装
置
が
地
震
で
壊
れ
た
り
、
、

使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
水
が
溢
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

志
賀
原
発
は
福
島
第
一
原
発
で
の
過
酷
事
故
以
来
、
稼
働
し
て
い
な
い

の
で
、
原
子
炉
に
は
燃
料
棒
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
プ
ー
ル
の
中
の

使
用
済
み
燃
料
は
十
分
に
冷
え
て
い
ま
し
た
が
、
も
し
稼
働
中
で
あ
っ
た

な
ら
、
福
島
と
同
じ
よ
う
な
過
酷
事
故
を
起
こ
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分

に
あ
り
ま
す
。

北
陸
電
力
は
1
・
2
号
機
と
も
定
期
検
査
に
よ
り
停
止
中
で
あ
る
こ

と
を
強
調
。
原
発
の
全
域
を
見
回
っ
て
点
検
し
た
結
果
、
「
安
全
上
問
題

は
な
い
」
と
5
日
公
表
し
て
い
る
。
7
日
に
は
、
原
発
に
接
す
る
海
面

で
大
き
な
油
膜
が
発
見
さ
れ
た
が
、
「
環
境
や
人
体
に
影
響
は
な
い
」
と

す
か
さ
ず
説
明
し
た
。

■

油
漏
れ
を
大
幅
修
正

北
陸
電
力
の
説
明
に
は
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
も
の
も
あ
る
。
変
圧

器
か
ら
漏
洩
し
た
絶
縁
油
に
つ
い
て
、
当
初
は
３
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
と

し
て
い
た
が
、
後
に
1
万
９
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
（
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

ド
ラ
ム
缶
で
９
９
本
分
）
と
訂
正
。
当
初
の
5
倍
超
と
は
、
大
幅
過

ぎ
る
訂
正
だ
。

放
射
線
量
を
測
定
す
る
原
発
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
数
値
に

変
化
が
な
い
と
し
て
、
「
外
部
へ
の
放
射
能
の
影
響
は
な
い
」
と
す
る

が
、
原
発
周
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は
、
15
カ
所
で
測
定
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
原
発
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は
正
常
な
の
か

と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
。

デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
、
外
部
に
は
虚
偽
の
報
告

北
陸
電
力
は
か
つ
て
志
賀
原
発
の
重
大
事
故
を
隠
蔽
し
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。

１
９
９
９
年
6
月
18
日
、
1
号
機
を
停
止
し
、
定
期
検
査
を
行
っ
た

際
、
制
御
棒
の
試
験
で
操
作
手
順
を
間
違
え
、
3
本
の
制
御
棒
が
引

き
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
何
も
し
な
く
て
も
核
分
裂
反

応
が
起
こ
る
「
臨
界
状
態
」
が
15
分
間
も
起
こ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

北
陸
電
力
は
組
織
ぐ
る
み
で
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
。
外
部
に
は
虚
偽
の
報

告
を
行
っ
た
。
こ
の
隠
蔽
が
発
覚
し
た
の
は
8
年
後
の
２
０
０
７
年

3
月
だ
っ
た
。

「
周
辺
の
住
民
を
不
安
に
さ
せ
た
く
な
い
か
ら
な
の
か
、
今
回
の
北
陸

電
力
の
説
明
は
、
“
大
丈
夫
”
か
ら
入
っ
て
い
る
。

原
発
の
リ
ス
ク
に
楽
観
は
禁
物
だ
。

全国で2台しかない特殊車
両「レッドサラマンダー」
レッドサラマンダーは、全国で大阪

市と岡崎市にしか配備されていない

総務省消防庁の全地形対応の特殊車

両。１台１億円。危険なオスプレー

１台諸経費込み２００億円。やめる

と２００台買える


